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(昭和62年度一般会計予算35億 5千 6百26万円を計上

計方行執政「町
亡三二二コ限られた財源の中で質的充実仁三二二コ

@
林
業
構
造
改
善
事
業
に
つ
い
て
は
、

森
林
組
合
が
事
業
主
体
と
す
る
樹
首

生
産
施
設
挫
備
事
業
、
き
の
こ
生
産

組
合
が
実
施
す
る
特
用
林
産
物
生
産

施
設
盤
備
事
業
な
ど
を
予
算
柏
澄
し

た。
計
画
中
の
ス
キ

l
場
等
に
か
か
る

務
備
事
業
は
、
本
年
度
訓
資
設
計
を

実
施
す
る
。
町
有
林
の
造
成
、
新
植

m
M
、
下
刈
問
M
を
主
体
に
野
そ
駆

除
を
し
、
保
育
管
理
を
継
続
実
施
す

る
.
@
林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
事

業
と
し
て
峰
越
辿
給
林
道
奥
山
線
、

普
通
林
道
小
原
線
を
実
施
す
る
。
広

域
基
幹
林
道
、
種
川
、
美
利
河
線
に

つ
い
て
は
、
道
の
代
行
継
続
事
業
と

し
て
実
施
見
込
み
で
あ
る
。

@
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
長

期
化
す
る
不
況
か
ら
脇
氏
力
が
低
迷

し
て
い
る
。
商
工
会
の
適
雌
な
る
指

導
の
も
と
に
経
営
向
上
、
促
進
の
た

め
に
運
営
事
業
に
対
し
助
成
、

中
小

企
業
特
別
融
資
制
度
の
有
効
活
用
、

経
包
の
合
理
化
に
努
め
た
い
。

地
域
特
産
品
生
産
セ
ン
タ
ー
は
、

生
産
組
合
に
お
い
て
管
理
運
営
に
努

力
し
て
い
る
が
、
ま
だ
技
術
の
習
得

や
製
品
の
附
発
に
時
間
を
要
す
る
の

で
昨
年
同
様
の
運
笛
事
業
費
を
助
成

す
る
。

@
観
光
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
‘
美

利
河
温
泉
山
の
家
は
本
年
度
か
ら
事

地
域
生
産
組
織
の
育
成
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
。
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昭
和
白
年
第
1
固
定
例
町
議
会
が

3
月
刊
日
か
ら
初
日
ま
で
を
会
期
に
、

町
政
執
行
方
針
を
始
的
、
教
育
行
政

執
行
方
針
、
予
算
、
条
例
、
委
員
会

審
査
報
告
、
陳
情
、
前
願
な
ど
鉛
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
(
詳
細
に
つ

い
て
は
、
議
会
だ
よ
り
に
て
掲
秘
さ

れ
る
予
定
で
す
。
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昭
和
臼
年
第
1
回
定
例
町
議
会
に

あ
た
り
、
子
算
の
大
綱
を
申
し
上
げ

議
会
を
始
的
、
町
民
の
ご
理
解
と
こ

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

私
が
町
政
を
担
当
し
て
4
期
日
年
、

任
期
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
幾
多

の
懸
案
事
項
の
実
現
に
あ
た
り
、
議

会
や
町
民
の
力
添
、
え
に
よ
り
家
現
で

き
た
も
の
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

予
算
計
上
に
あ
た
り
、
国
の
財
政

再
建
や
行
政
改
革
は
、
地
方
に
与
、
え

る
彬
響
は
大
き
く
、
こ
の
厳
し
い
財

政
環
境
の
中
で
い
か
に
し
て
財
政

の
健
全
化
や
地
方
行
革
を
進
め
、
住

民
ニ
ズ
に
応
え
る
か
が
責
務
で
す
。

• • 

業
を
開
始
、
管
理
運
営
は
業
務
委
託

と
す
る
。
英
利
河
地
区
温
泉
ポ
ー
リ

ン
グ
は
、
昨
年
地
下
資
源
問
責
所
の

調
査
結
果
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
こ

の
混
泉
水
町
利
用
計
画
は
、
山
村
振

興
事
業
等
で
計
画
し
て
い
る
ス
キ
l

場
管
理
棟
の
床
暖
房
や
浴
用
利
用
を

計
画
し
て
い
る
。

本
町
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
い
る
産
業
ま
つ
り
、
宮
ま
つ
り
に

つ
い
て
も
継
続
助
成
を
行
い
地
域
活

悩
化
に
努
め
る
。

。
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
図
、

巡
の
厳
し

い
財
政
状
況
か
ら
本
年
度

は
、
前
年
対
比
則
%
と
な
っ
て
い
る
。

国
自
北
楠
山
右
岸
か
ん
ば
い
事
業

は
ロ
億
4
千
万
円、

神
丘
、
鈴
岡
幹

線
用
水
路
神
丘
政
道
工
管
理
用
道

路
整
備
等
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

国
営
今
金
東
部
地
区
農
地
附
発
事

業
は
5
億
円
で
、
開
州
町
加
、
時
出
張

排
水
町
出
、
支
線
政
道
醐

m
を
計
画

し
て
い
る
。

道
常
事
業
に
つ
い
て
は
事
業
費

叩
億
1
千
5
百
万
円
で
、
継
続
誕
施

中
の
鈴
金
地
区
民
免
農
道
舗
装
1
、

0
4
9
m
、
光
台
地
区
民
免
牒
道
改
良

橋
台
2
基
、
第
2
白
石
地
区
基
幹
股

道
舗
装
削

m
、
花
石
地
区
開
拓
地
道

路
改
良
棚

m
、
舗
装
湖
町
金
又
地

区
過
疎
基
幹
県
道
改
良
叩

m
、
初
岡

地
区
山
村
基
幹
農
道
改
良
川

m
、
下

型
回
、
八
鈴
地
区
捌
水
対
策
特
別
事

種
肉
用
牛
の
継
続
導
入
。
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美
利
河
ス
キ

l
場
調
査
設
計
の
実
施
。

美
利
河
地
区
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
の
実
施
。

統

一
選
挙
の
年
で
あ
り
、

予
算
案
は
町
政
運
自
の
基
本
経
費
を

中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。

今
年
は
、産

業
の
振
興

|
|
」

推
進

l
L

咋
今
の
段
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

本
年
度
か
ら
始
ま
る
水
田
政
業
確
立

対
策
、
生
乳
の
計
画
生
産
、
更
に
は
、

畑
作
物
の
価
格
の
低
迷
な
ど
段
業
経

営
に
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。今
後
、
本
町内
M
業
が
安
定
的
主
発

展
を
期
す
る
た
め
に
は
、
地
域
ご
と

の
生
産
組
織
の
育
成
、
民
産
物
の
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
、
生
産
の

お
い
安
定
し
た
股
業
経
営
の
確
立
が

大
き
な
課
題
で
す
。

@
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

昨
年
に

業
副

m
、
神
丘
地
区
州
地
帯
総
合
土

地
改
良
、
白
石
地
区
土
地
改
良
総
合

盤
側
、
八
束
地
区
ほ
場
整
備
事
業
等

も
年
次
計
画
し
て
い
る
。

団
体
営
事
業
は
、
継
続
実
施
中
の

青
木
地
区
民
道
舗
装
棚

m
を
計
画
し

て
い
る
。

@
農
林
施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、
日

年
災
白
石
第
1
地
区
外
1
地
区
の
水

路
工

m
mを
予
算
措
置
し
た
。

1
1
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@
社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、
全
町
民

が
心
盟
か
に
健
康
で
明
る
く
生
活
で

き
る
地
域
社
会
つ
く
り
で
あ
る
。
相

会
福
祉
協
議
会
を
軸
と
し
て
民
間
団

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
、

担
会
稲
祉
施
設
や
行
政
が
有
機
的
に

述
携
、
機
能
活
用
を
図
る
。

高
齢
化
祉
会
を
む
か
え
、
痴
呆
性

老
人
や
一
人
暮
ら
し
の
老
人
、
寝
た

き
り
で
家
族
や
施
設
の
介
護
を
裂
す

る
方
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
福
祉

施
設
等
の
利
用
な
ど
援
護
す
る
。

健
康
保
持
に
は
、
自
ら
の
健
康
を

守
る
必
嬰
性
を
自
覚
、
健
康
診
査
の

受
診
さ
れ
る
よ
う
健
康
教
育
機
会
の

推
進
を
す
る
。

障
害
者
と
健
市
者
が
地
域
社
会
の

中
で
共
に
生
活
で
き
る
社
会
基
盤
づ

引
き
続
き
土
づ
く
り
を
目
的
に
、
心

土
破
砕
、
緑
肥
鋤
込
、
石
山
崎
除
去
事

業
を
始
的
野
菜
価
格
安
定
推
進
事
業

や
各
種
資
金
の
利
子
補
給
事
業
主
ど

に
助
成
す
る
。

。
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、

種
の
継
続
導
入
、
市
蛋
白
粗
飼
料
裁

培
一
事
業
や
肉
用
牛
指
導
対
策
事
業
、

礼
用
牛
集
団
放
牧
促
進
事
業
の
措
置

を
し
た
。

毛
布l

@
山
村
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
温

泉
ポ
ー
リ
ン
グ
の
実
施
、
林
業
桝
造

改
善
事
業
と
併
せ
事
業
で
あ
る
広
場

等
刺
用
施
設
の
兄
直
を
は
か
る
。
地

域
特
産
品
生
産
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
整

備
、
駐
車
場
の
舗
装
を
計
画
し
て
い

る。@
地
域
農
政
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
‘

地
域
政
業
集
団
活
動
卒
業
を
粉
磁
的

に
進
的
、

段
用
地
利
用
改
普
団
体
の

活
動
促
進
に
努
め
ま
す
。

• 司事

く
り
を
す
る
。

老
人
保
健
法
的
改
正
に
よ
り
、
肺

が
ん
、
礼
が
ん
検
診
が
追
加
、
羽
年

期
か
ら
健
康
管
理
に

一同
胞
の
重
点
が

お
か
れ
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、

訪
問
指
導
を
充
実
す
る
。

母
子
保
健
で
は
、
妊
産
姉
と
礼
幼

児
の
健
康
診
査
、
疾
病
干
防
、
保
健

相
談
事
業
に
よ
り
母
子
の
健
康
管
理

に
努
め
る
。

保
健
事
業
の
抑
進
に
は
、
本
年
度

保
健
婦
の
噌
円
以
、
健
康
教
育
、
健
康

相
誠
、
訪
問
指
導
を
充
実
す
る
。

家
庭
系
ゴ
ミ
処
理
手
数
料
の
有
料

化
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
川
%
と
な

っ
た
。
負
組
金
も
7
百
万
5
千
円
円

減
、
6
千
9
百
円
万
6
千
円
と
な
っ

た。@
国
鉄
瀬
棚
線
問
題
に
つ
い
て
は
、

3
月
刊
日
で
瀬
棚
附
酬
が
廃
止
、
翌
日

目
か
ら
代
替
パ
ス
が
地
域
住
民
の
交

通
機
関
と
し
て
新
ら
た
に
出
発
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

転
換
交
付
金
の
基
金
配
分
で
あ
る

が
、
営
業
キ
ロ
数
、
均
等
割
、
利
用

人
円
以
の
比
率
を
平
均
し
て
配
分
、
赤

子
補
て
ん
も
同
様
と
し
た
。
通
学
定

期
運
賃
差
額
補
助
は
、
転
換
時
の
パ

ス
運
賃
の

4
分
の
ー
を
5
ヵ
年
間
助

成
す
る
。
転
換
交
付
金
充
当
計
画
は
、

定
期
運
賃
差
傾
交
付
念
計
画
5
千
万

円
、
初
期
投
資
交
付
金
計
画
4
億
5

千
5
百
万
円
、
転
換
促
進
関
連
事
業

@
水
田
農
業
確
立
対
策
に

つ
い
て
は
、

柏
山
支
庁
管
内
4
0
0
加
が
配
分
、

本
町
内
転
作
等
目
標
而
梢
は
、

1
4

1
M
噌
の

1
、
2
5
7
加
、
限
度
数
量

1
3
、
2
7
3
依
減
の
1
1
5、
7
4
9

俵
と
な
っ
た
。
他
用
途
利
用
米
の
生

産
予
定
数
量
は
、

1
、
7
7
3
俵
増
の

1
0
5
0
3
俵
が
配
分
と
な

っ
た
。

こ
の
配
分
内
容
は
、
昭
和
旧
年
度
の

水
稲
作
付
而
粉
1
等
米
の
出
荷
比
率
、

良
食
味
米
内
作
付
及
ぴ
出
荷
削
合
の

三
要
素
を
算
定
の
基
礎
と
し
て
配
分

さ
れ
、
特
に
本
町
の

1
等
米
出
荷
比

率
が
低
く
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
配
分

で
す
。
良
質
米
生
産
に
努
め
ま
す
。

。
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
不
在
村

森
林
所
有
者
に
対
す
る
森
林
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
経
営
促
進
対
策
事

業
を
始
め
優
良
造
林
地
育
成
の
た
め
、

保
育
下
刈
事
業
や
野
そ
駆
除
事
業
の

措
世
を
し
た
。

計
画
9
億
4
千
7
百
万
円
、
こ
の
内

今
金
町
に
は
、
回
・
日
%
、

3
偲
4
千

5
百
万
円
の
配
分
と
な
っ
た
。

。
一
般
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

道
盟
回
線
道
路
改
良
卒
業
出

m
、
八

束
高
ム
口
線
改
良
市
中
業
醐

m
を
実
施
。

舗
装
工
事
は
、
神
丘
6
号
抑
制

1
、
6

2
6
m
、
稲
穂
線
制

m
、
盟
国
線
1
、

6
0
0
m
を
、
南
栄
線
醐

m
は
改
良

と
舗
装
を
実
施
計
画
し
て
い
る
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
は
、
例
年
災
の
西
郷
沢
川
左

右
岸
復
旧
工
事
外
5
ヵ
所
を
実
施
す

る。
総
合
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
用

地
w
H
収
も
終
り
、
工
事
若
手
の
述
び

と
な
り
ア
プ
ロ
チ
道
路
醐

m
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
、
日
年
度

か
ら
実
施
し
た
く
計
画
し
て
い
る
。

町
単
独
事
業
と
し
て
、
継
続
事
業

の
春
日
井
中
央
線
、
白
石
線
の
改
良

工
事
、
町
道
的
補
修
、
防
雪
概
の
設

置
等
、
住
民
の
足
の
確
保
に
万
全
を

期
す
る
。〔

円

.6‘ 
2玄

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘

定
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
法
が
改

正
さ
れ
、
老
人
医
療
費
の
負
担
の
公

( 3 ) 



平
、
老
人
医
療
費
拠
出
金
百
分
の
叩

に
改
正
、
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で

す。
昭
和
臼
年
4
月
か
ら
健
康
保
険
の

適
用
が
拡
大
さ
れ
、

5
人
末
梢
の
従

業
員
を
使
用
す
る
法
人
事
業
所
に
服

用
さ
れ
る
者
が
国
保
に
加
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額

が
町
四
万
円
に
引
き
上
げ
、
低
所
得
者

の
軽
減
基
準
額
の

6
削
軽
減
基
準
額

は
お
万
内
に、

4
訓
軽
減
世
帯

一
人

当
た
り
基
準
額
は
却
万

5
千
円
に
引

き
上
げ
る
干
定
で
す
。

保
健
施
設
事
業
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
各
組
検
診
に
対
し

一
部
負
担

制
度
を
取
り
入
れ
、
疾
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
努
め
る
。

@
老
人
保
健
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、

本
町
内
老
人

一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
全
国
で
も
お
い
位
置
に
あ
り
、

保
健
事
業
を
総
合
的
に
検
討
し
、
積

極
的
に
推
進
す
る
。

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
段
勘

定
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
薬
価
基

準
及
び
検
査
料
の
引
き
下
げ
な
ど
開

院
以
来
の
厳
し
い

状
況
の
な
か
で
、

合
理
的
な
経
訟
計
画
を
樹
立
し
地
域

住
民
に
信
頼
あ
る
医
係
施
設
と
し
た

、
@
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
‘
八
京
地
区
簡
易
水
道
事
業
は
、

引
年
度
取
水
施
設
、
温
水
施
設
、
配

簡易木造事構

特別会計予算
370，186千円
(5，8%) 

gtrigE84億8百895千円
老人梶憧特別会計予算
700，031千円(10.9%)

ホ
池
、
上
家
工
事
、
配
水
管
布
設
工

事
と
金
事
業
の
品
%
が
完
了
、

1
月

か
ら
お
戸
に
給
水
を
開
始
し
た
。

本
年
度
は
、

配
水
管
布
設
工
事
部

町
教

重
要
文
化
財

@
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、

心
盟
か

で
た
く
ま
し
い
児
童
、
生
徒
の
個
性

と
能
力
に
応
じ
た
教
育
、
各
校
の
特

肢
を
活
刑
し
た
編
成
を
図
る
。
児
童
、

生
徒
と
接
す
る
数
師
の
盟
か
な
識
見
.

指
導
力
、
教
育
者
と
し
て
の
使
命
感

専
門
家
と
し
て
の
研
鈴
と
幅
広
い
教

義
盟
か
な
人
間
性
を
も
っ
て
あ
た
り

児
童
、
生
徒
、
父
母
か
ら
信
頼
、
前
崎

敬
さ
れ
る
師
で
あ
る
こ
と
を
願
う
。

生
徒
指
導
は
、

仲
間
意
識
や
思
い

や
り
、
温
か
い
心
、
忍
耐
力
や
自
立

性
な
ど
を
重
視
し
た
心
的
教
育
を
図

る。。
種
川
中
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い

て
は
、
昨
年
ロ
月
の
機
会
に
お
い
て

1
校
条
例
が
論
決
さ
れ
、
以
来
極
川

宙保特別会計
事車勘定予算

766，662千円
(12.0%) 

舎金町一般会計予算事項別明細書

一般会計予草3，556，260千円(55.5%)

昭和田年度

• • 出)(鰻入){膚

キ
口
、
消
火
栓
日
栓
を
も
っ
て
全
工

事
が
完
了
、
全
給
水
戸
数
川
戸
と
な

り
ま
す
。

種
川
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事
業
は
、

2
月
に
認
可
申
鮒
を
提
出
済
で
あ
り
、

屯
気
、
機
械
、
別
装
設
備

一
式
、
配

水
管
布
設
工
郁

5
キ
ロ
、
取
水
施
設
、

配
水
池
の
フ
ェ
ン
ス
工
事

一
式
、
ば
柘

行

政

執

行

方

• 
旧
石
器
の
分
布
状
況
調
査

引
世
紀
の
国
際
人
と
し
て
の
交
流

で
は
部
落
総
会
、
単
位
部
落
長
会
議
、

統
合
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
意
志
雌

飽
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
.
ま
た
、

2
月
初
日
地
域
口
人
委
員
会
と
の
話

し
合
い
の
場
を
設
け
、
経
過
説
明
、

協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
臼
年

内
統
合
に
向
け
て
誠
心
誠
意
話
し
合

い
を
重
ね
‘
問
制
解
決
を
図
り
た
い
。

。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
食
粧
品
物
価
に
は
大
き
な
変
動

は
な
く
、
前
年
同
様
に
実
施
す
る
。

@
幼
稚
園
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
本

年
度
の
入
幽
予
定
数
は
、

3
歳
児
別

名、

4
歳
児
お
名
、
5
歳
児
別
名
、

合
計
幻
名
、
前
年
対
比
4
名
の
減
と

な
っ
た
。

@
奨
学
資
金
貸
付
額
は
、
回
年
に
改

定
し
て
い
る
が
、
授
業
料
の
値
上
が

り
が
あ
る
の
で
検
附
し
た
い
。

@
教
育
施
段
の
整
備
は
、
盟
問
小
学

校
教
只
住
宅

2
戸
の
改
築
、
中
里
小

学
校
の
外
椛
工
事
的
整
備
を
図
る
。

。
社
会
教
育
に

つ
い
て
は
、
本
川
の

盟
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
生

活
課
題
に
応
じ
て
学
習
活
動
を
続
け
‘

自
己
を
啓
発
、
健
康
で
文
化
的
主
生

活
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。

m
H
少
年
や
子
供
の
健
全
育
成
を
凶

る
た
め
、
証
庭
や
学
校
、
地
域
の
中

で
人
々
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
事

防
相
な
生
活
体
験
を
通
し
て
自
発
世
や

創
造
性
‘
人
間
ら
し
さ
を
強
う
こ
と

• 
ホ
戸
数
幻
戸
で
飲
料
水
不
足
を
解
消

す
る
も
の
で
す
。

( 4 ) 

S十• 
派
遣

で
あ
る
。
更
に
、
幻
世
紀
を
担
う
背

少
年
の
国
際
感
覚
の
養
成
の
た
め
国

際
交
流
事
業
を
杭
極
的
に
進
め
る
。

@
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
‘
文
化

講
座
の
開
設
、
芸
術
文
化
の
鑑
社
機

会
の
提
供
、
グ
ル
ー
プ
等
の
育
成
と

辿
悦
強
化
を
促
進
す
る
。
文
化
財
の

保
存
、
保
般
に
努
的
、
現
政
文
化
財

包
蔵
地
の
調
査
を
行
う
。
美
利
河
海

牛
化
石
自
の
復
元
に
あ
た
り
、
更
に

別
査
研
究
を
す
る
。

。
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

生
棋
に
わ
た

っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
、
学
校
体
育
施

設
の
開
肱
を
促
進
す
る
.

「一一一今金町教育委員が変わりました一一一「

哲了

高橋政子

-

ヘ

-
十

1
2

ζ
川
立
釘
刊

r

i
ぬ
守
、
別
定
山
田

町
可
抗
出
哨
抽

1
日日

伺

匹

孔

(

国
施

U

~X 干 算告Ji
構成比

主人 予 算額
構!宜上t

% % 

J. PIT 手札 457，085 12，9 1 . d高 ぷ玄込、 Pl 72，906 2，0 

2. j也 1; 1現 与 手見 65，500 1.8 2 総 務 聖t 610，265 17.2 

3 自動 1111肱 i-~} ，~見交付金 33，500 0.9 3 民 生 'i'i 373，005 10.5 

4， j也 方 交 1'1 税 1，593，298 44.8 4 . j栢 生 l~ 212，393 6，0 

5 ，分担金及び負担金 37，429 1.0 5 労 働 'i'i 1，516 

6 使用料及び手数料 66，762 1.9 6. ~~林水産業務 511，284 14.4 

7 国 日E 支 出 金 315，218 8，9 7 ，筒 工 'i'i 94，600 2.7 

8 道 支 出 金 197，428 5.6 8，土 木 iU 549，978 15.5 

9. M j';g ~~ 入 41，468 1.2 9. il'i 防 '1U 110，513 3.1 

10 寄 F付 金 10 教 i'l y:~ 469，363 13，2 

11 繰 越 金 5，000 0.1 11 災 害 復 l日 'i'i 35，541 1.0 

12.諸 ~~ 人 378，371 10.6 12 公 自lE ï~ 509，896 14.3 

13，町一 365，200 10.3 13，予 'pj 5，000 0，1 

歳 入 合 3，556，260 100.0 員証 出 fヤ 3，556，260 100，0 

楯員

員

委

委

本間行雄

竹内輝雄

委

委員長職務

代理者

長員

( 5 ) 



寸
万
感
の
思
い

[さよならに

3月15日でお別れ |

瀬棚線

太
平
洋
と
日
本
海
を
結
よ
唯

一
の

鉄
路
と
し
て
、
沿
線
住
民
の
足
と
な

っ
て
き
た
(
瀬
棚
i
悶
縫
川
柑
・
4
キ

ロ
)
瀬
棚
仙
酬
は
、

3
川
市
日
で
サ
ヨ

ナ
ラ
、
ホ
述
内
お
別
れ
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
目
、
せ
め
て
子
供
の
思
い

山

に
と
の
家
膝
ず
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
が

殺
到
、
ど
の
列
車
も
満
員
と
な
り
、

あ
よ
れ
て
来
れ
な
い
人
も
出
る
あ
り

さ
ま
で
し
た
。

倒
人
と
し
て
佑
運
動
を
続
け
た
。

そ
の
結
州
市
、
後
藤
新
平
の
鉄
道
院

総
裁
同
に
よ
う
や
く
予
定
線
に
編
入

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
問
的
解
散

等
か
ら
運
動
上
に
非
常
な
苦
心
を
味

わ
っ
た
。
自
分
は
、
内
閲
覧
送
に
よ

る
党
派
閥
係
な
く
、
政
友
、
民
政
い

ず
れ
の
内
問
た
る
を
問
わ
ず
、
初
志

口
徹
す
る
ま
で
と
当
時
的
了
解
を
符

る
こ
と
に
最
普
の
努
力
を
し
た
。

大
正
2
年
、
図
ら
ず
も
自
分
が
道

会
議
日
以
に
選
出
さ
れ
た
際
、

中
央
に

於
て
自
然
噌
収
に
よ
る
資
金
を
拓
殖

鉄
道
方
面
に
融
通
す
る
機
述
に
あ
る

の
を
察
知
し
、
こ
の
好
機
を
の
が
し

て
は
と
公
衆
運
動
中
絶
の
形
で
あ
っ

た
の
を
鎚
然
科
起
し
、
川
成
阿
川
会

長
に
、
丹
羽
五
郎
氏
(
北
柏
山
町
)

小
林
興
作
氏
(
北
柿
山
川
)
自
分
咋

明
記
念
船
山
仰
を
す
る
人
、
記
念
ス
タ

ン
プ
を
押
す
人
メ
ノ
ウ
石
に
「
サ

ヨ
ナ
ラ
瀬
棚
線
」
と
刻
み
こ
ん
だ

L

の
内
販
売
や

5
L
写
其
入
り
の
テ
レ

ホ
ン
カ

l
ド
が
販
売
さ
れ
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
胸

に
そ
れ
ぞ
れ
の
也
い
が
刻
み
こ
ま
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

列
車
は
、
今
金
中
年
枝
音
楽
部
に

よ
る
抵
の
光
の
メ
ロ
デ
ィ
に
送
ら
れ
、

サ
ヨ
ナ
ラ
を
告
げ
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
比
送
る
人
的
抑
れ
の
中
か
ら
ご
」

れ
で
瀬
倒
的
師
、
も
終
り
か

L

と

た
め
日
ま
じ
り
の
戸
が
洩
れ
る
主
ど
、

な
ん
と
も
一
日え
な
い
伎
側
主
も
の
が

先
人
の
夢
破
れ
て

H
V
M

ぴ
と
沿
線
住
民
と
共
に
悦
縞
し
あ

っ
た
。
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
.

こ
う
し
た
先
人
的
血
と
一
耐
の
紡
品
、

羽
い
人
命
が
失
主
わ
れ
る
な
ど
を
し

て
建
設
し
た
瀬
棚
線
ら
、
苦
労
も
む

な
し
く
、
川
代
の
移
り
変
わ
り
に
よ

っ
て
、
国
鉄
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
経

過
を
た
ど
る
こ
と
に
主
っ
た
。

刊
年
頃
の
股
繁
期
に
は
入
手
不

足
か
ら
剖
人
も
の
人
達
が
来
り
降
り
、

「
川
随
列
車
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
日
年
頃
に
は
、
農
産
物
の
出
初

日品

も

米

1
9

5
千
山
山
、
刈
鈴
事
2

0

6
千
依
、
ビ
ー
ト
干
、
2
百
ト
ン
、

雑
殺
航
2
千
依
が
伐
物
輸
送
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

容
耐
中
川叫は、

t
l
1
4
1
1

1

 

町
布

3
司
9
l
l
f

'" 且ー

( ~・• 

同
志
の
者
は
、
瀬
棚
、
ト
A

仙
川
、
奥
尻

得
的
別
印
を
ま
と
め
、

中
央
に
向

っ

て
巡
動
を
開
始
し
た
。

川
地
動
資
金
が
充
分
で
な
か

っ
た
た

め
、
必
死
の
述
動
も
奏
効
せ
ず
徒
労

に
似
ほ
の
日
を
屯
ね
る
の
み
で
あ

っ

た
。
運
動
が
座
折
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
が
、
私
は
あ
く
ま
で
も
初
ぷ
を
口

徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
主
い
責
任
感
か

ら
、
私
山
口
を
投
じ
て
制
強
い
例
人
述

動
を
続
け
た
。
こ
う
し
た
迎
動
の
結

川市
よ
う
や
く
中
央
に
認
め
ら
れ
、
議

恕
三
派
内
附
の
際
に
、
つ
い
に
同
縫
‘

瀬
棚
川
の
鉄
道
敷
設
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
の
中
」
川
内
的
し
さ
は
担
保
以
上

の
も
の
で
あ
っ
た
。
内
川
聞
の
克
送
が

あ
っ
て
も
本
山
市
町
変
更
を
凡

f.

自
分
等
が
加
数
年
来
鉄
道
敷
設
の
た

め
労
力
し
た
知
的
が
即
ち
今
川
町

昭和59年 2月 1日で完全廃止と

なった SL (美利河トンネル前 )

あ
り
ま
し
た
。

瀬
棚
統
は
、
昭
和
4
年
内
同
月
ロ
日

国
縫
花
石
聞
が
開
通
、
昭
和
5
年

叩
月
初
日
花
石
1
今
金
聞
が
附
通
、

昭
和
7
年
日
月
1
日
今
金
|
瀬
棚
間

が
開
通
し
ま
し
た
。

全
線
開
通
し
て
回
年
問
、
北
部
槍

山
の
産
業
銀
融
(
の
核
と
し
て
、
地
日
明

住
民
の
交
通
の
足
、
交
流
の
坊
と
し

きぬお別れ列車

づ5年に終止符「

~16日パス運行~

名残つ

て
も
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

瀬
棚
線
内
股
史
を
た
ど
る
と
、
開

通
を
記
念
し
て
、
当
時
の
新
聞
昭
和

4
年
ロ
月
日
日
「
建
設
と
労
働
」
新

聞
、
発
行
所
旭
川
市
建
設
と
労
働
社

(e 

で
気
動
車
に
変
わ
り
、

S
L
は
貨
物

輸
込
と
主

っ
た
。
そ
の
貨
物
も
、
日
目

年
に
は
英
利
河
駅
を
始
め
と
す
る
7

駅
が
集
約
化
、
無
人
駅
に
主
る
な
ど

昭
和
同
年
2
月
I

U
で
荷
物
取
り
扱

い
が
完
全
山
崎
止
と
な
り
、

h
M
怖
く
走

り
続
け
た

S
L
の
雌
そ
う
な
安
を
比

る
こ
と
が
で
き
な
く
主

っ
た
。

客
車
に
つ
い
て
も
、
日
年
内
同
月
幻

H
に
川
川
鉄
再
挫
法
が
で
き
、
収
入
源

的
少
な
い
、
日
旺
却
が
か
か
る
線
区
に

つ
い
て
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
よ
る
と
、
大
正

5
年

6
月
加
工
事

6

を
覚
悟
し
て
竹
内
組
が
工
事
に
若
手
、

利
別
川
の
紙
梁
工
事
、
ト
ン
ネ
ル
工

事
は
想
像
以
上
の
鍛
工
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
瀬
棚
線
の
岡
山
人
と
し
て
」

と
し
て
当
時
の
利
別
村
長
、
附
山
軍

次
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
ま

す。
現
民
政
党
顧
問
加
藤
政
之
助
氏
司

令
弟
加
藤
勘
助
翁
は
、
瀬
棚
紛
の
開

通
と
同
時
に
最
も
特
筆
大
告
す
べ
き

功
労
者
で
あ
る
。
前
道
合
同糊
円
以
で
あ

り
、
現
在
利
別
村
の
村
会
議
員
と
し

て
、
村
一
中
に
奔
走
し
て
席
泊
ま
る
い

と
ま
も
な
く
、
利
別
村
に
於
け
る
三

大
巨
頭
の

一
人
と
し
て
‘
村
氏
の
信

頼
、
時
倣
の
的
と
主
っ
て
い
る
。
翁

は
、
万
延
元
年
崎
玉
県
足
立
郡
に
生

ま
れ

明
治
均
年
内川
月
波
過
し
て
今

日
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
鉄
道
速

成
巡
動
に
終
始
し
た
.

瀬
棚
線
一
部
開
通
の
大
思
人
と
し

て
利
別
村
氏
は
勿
論
、
沿
線
関
係
村

民
は
氏
の
涙
ぐ
ま
し
い
過
去
初
有
余

年
の
労
力
に
酬
え
る
と
こ
ろ
が
な
け

‘
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
は
、
先
般
米
先

線
引
延
し
、
運
動
の
た
め
上
京
、
帰

村
以
来

一
層
健
康
を
市
引
回
し
た
。
翁
の

病
床
か
ら
の
感
恕
に
よ
る
と
‘
願
み

れ
ば
初
数
年
前
村
氏
協
議
の
結
果
、

鉄
道
敷
設
運
動
を
起
し
た
が

一
同
は

凱
力
の
よ
に
欠
け
る
悦
み
が
あ
り
、

自
分
は
敷
設
不
能
と
な
る
の
を
恐
れ
、

日
年
6
月

4
H
瀬
棚
線
存
続
期
成
会

を
発
足
、
川
岨
刊
H
補
助
制
度
を
設
け
た

り
、
軒
名
運
動
を
展
開
す
る
な
ど
政

治
的
に
も
存
続
を
訴
え
た
も
の
の
、

法
律
が
決
ま
り
、
抵
抗
し
て
も
見
切

り
発
車
す
る
と
あ
れ
ば
、
地
元
と
し

て
は
、
パ
ス
転
換
の
方
向
よ
り
方
法

が
主
く

時
代
的
流
れ
に
巡
ら
う
こ

と
も
で
き
ず
に
静
止
符
を
う
つ
こ
と

に
な

っ
た。

当
時
的
瀬
棚
線
の
思
い
出
を
、
庄

(
幻
歳
)
市
川
に
話
し

司
定
見
さ
ん

に送られて「壁の光」今金中学校音楽部の

(7) 



を
聞
き
ま
し
た
。
庄
司
さ
ん
は
昭
和

3
年
に
米
道
、
昭
和
5
年
瀬
棚
州
酬
が

開
通
す
る
と
岡
崎
に
今
金
町
に
き
ま

し
た
。
「
汽
車
そ
の
も
の
が
生
活
で
あ

っ
た
。
当
附
の
交
通
、
輸
送
機
関
は

汽
耶
で
、
月
平
均

一
車
(
約
百
石
)

を
現
地
で
口
付
け
貨
車
に

m
A込
み
、

到
州
市
し
て
か
ら
姐
築
現
場
ま
で
弘
前
中

は巡
措置
交を
.通し

のて
使の
カ， 11' 
A 業
くで
なあ
'コ'コ
たた
ヵ、。

ら今

今
金
町
か
ら
工
場
が
な
く
な
り
、

現
回J
政

宮 執
行

16 
年

を
終

え

る

端忌
あ

た

豊号

私
は
、
昭
和
柑
年
地
峡
住
民
の
椴

挙
に
よ
り
町
長
に
就
任
、
日
同
年
聞
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
同
年
仰
を
顧
み
る
に
‘
今
金
町

の
基
本
と
な
る
総
合
計
画
を
樹
立
、

こ
れ
を
基
鍛
に
し
て
長
則
的
展
望
に

た
ち
、
ま
ち
づ
く
り
を
計
倒
的
に
推

進
、
地
峡
住
民
の
利
使
、
町
発
展
に

厄
点
を
お
き
な
が
ら
財
政
基
金
の
航

立
を
す
る
な
ど
、
町
の
健
全
財
政
の

殺
し
ま
し
た
。

位
年
度
か
ら
工
事
に
若
手
す
る
こ

と
に
主
っ
た
総
合
公
闘
に
つ
い
て
は
、

自
然
公
闘
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

人
間
性
の
回
復
、
ふ
れ
あ
い
の
広
場

と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

中
学
校
の
統
合
問
題
に

つ
い
て
は
、

極
川
中
学
校
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
し

た
が
、
専
門
的
教
育
の
実
施
、
教
育

施
設
の
充
実
、
教
育
諸
条
件
の
向
上
、

質
的
な
教
育
機
会
の
均
等
を
は
か
る

べ
く
推
進
、
昨
年
ロ
月
の
定
例
議
会

に
お
い
て
慎
重
辞
設
を
願
っ
た
結
梨
、

m
同
年
に
統
合
の
迎
ぴ
と
な
り
ま
し
た
。

国民年金を
お確かめください

国民年金の老骨骨年金は、次の表に示すように生年月日

に応じて受給資格期nHが定められました。

生年 月 日 受給資格期間

大正15年 4月2EI-昭和 2年 4月1日 2 1 '~ 

!昭事12'1' 4 H 2 EI-II百平113 i~ 4月1日 22'1' 

11百干113 '1' 4月 2EI-I昭和 4'1' 4月 1日 23'~ 

昭和4年 4月2日一l昭和 5年 4月 1日 24'1' 

昭和 5'1' 4月2日以降に生まれた方は、 25年以上保険

料を納めなければ老僻年金を受けることができません。

25年 (300月)に 6ヵ月、若しくは 1，今月が不足しても該

当せず、それまで納めた保険料は 1銭も戻りません。

過去に何年か国民年金円保険料を納めた方で、現在そ

のまま放出している方は要注意、 65蔵になったら保険料

を納めることができず、過去に納めた保険料が無駄に主

ります.

16年の思いを語る

河端町長• • 
今
後
に
お
い
て
心
技
り
な
こ
と
は
、

北
部
柑
山
内
動
派
、
暮
し
を
支
え
て

き
た
国
鉄
瀬
棚
綿
が
存
続
運
動
の
か

い
も
な
く
、
日
年
の
極
史
を
附
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
廃
止
後
パ
ス

転
換
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

背
械
の

利
用
が
な
く
て
は
交
通
確
保
に
難
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
皆
様
の
協

力
を
願
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
関
連

し
て
国
道
別
号
の
未
整
備
区
間
が
あ

る
こ
と
で
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
の
農
業
に
つ
い

て
も
、
生
産
制
盤
が
強
化
さ
れ
、
本

川
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
に
辿
告
が

述
泊
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

H

指
し
て
全
力
投
球
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
川
、
明
治
問
桁
当
時
か
ら
明

和
の
今
日
ま
で
、
洪
水
に
悩
ま
さ
れ

て
き
た
後
志
利
別
川
流
域
の
保
全
を

と
‘
美
利
河
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
日
年
度
に
全
体
実
施
設
計
調
査

が
係
択
さ
れ
、
日
年
度
に
は
建
設
省

工
、
回
年
度
完
成
の
見
込
み
の
述
び

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
今
金
町
の
活

性
化
を
図
り
た
く
英
利
河
川
辺
町
蜂

備
前
倒
ス
キ
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、

出
来
ポ
ー
リ
ン
グ
す
る
な
ど
‘
観
光

地
と
し
て

一
大
飛
跡
を
回
折
し
て
い

ま
す
。本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
民
業
に

つ
い
て
は
、
品
業
構
造
改
普
事
業
等

る
大
き
な
川
姐
で
す
。
生
き
仲
ぴ
る

に
は
、
休
耕
聞
の
引
効
活
用
、
良
質

米
内
生
産
な
ど
の
方
向
づ
け
が
必
袈

と
な
っ
て
き
ま
す
が
‘
い
ず
れ
に
し

て
も
多
難
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と
で

す。
こ
う
し
た
大
き
な
問
題
、
諜
附
閣
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
解
決
、

完
成
に
向
け
て
皆
桜
の
ご
協
力
を
願

い
、
こ
の
厳
し
さ
を
乗
り
超
え
て
、

住
み
よ
く
政
か
な
ま
ち
に
発
展
す
る

こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
同
年
川
を
つ
つ
が
な
く
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
‘

今
度
は
、
鉄
道
が
な
く
な
る
。
淋
し

い
こ
と
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
今
金
町

が
な
ん
と
か
品
く
な

っ
て
ほ
し
い
U

と
お
し
て
い
ま
し
た
。

に
よ
る
共
同
経
常
化
、
投
資
の
大
き

い
浪
業
用
大
型
機
械
の
共
同
利
用
を

促
進
し
、
経
費
の
削
減
を
図
る
な
ど

農
家
経
済
の
安
定
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
今
金
町
の
従
業
は
、

多
年
に
わ
た
り
化
学
肥
料
に
よ
る
良

作
物
の
裁
培
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
地
力
が
低
下
、
こ
の
対
策
と
し

て
烈
毛
利
枝
肉
刑
牛
を
別
問
的
に
導

入
、
官
引
機
質
肥
料
に
よ
る
地
力

m進、

復
合
化
経
常
、
輪
作
体
系
を
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

一見
に
は
、
阿
位
、

道
営
に
よ
る
良
地
開
発
事
業
や
ほ
場

務
備
事
業
等
に
よ
り
供
用
地
の
拡
大
、

生
産
基
盤
の
即
時
比
備
を
進
め
て
き
ま
し

た。
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
道
路
網
の
整
備
を
始
的
地
域
の

研
修
や
交
械
の
場
と
し
て
生
活
改
哲

セ
ン
タ
ー
の
設
缶
、
老
人
ホ
l
ム
盟

舟
聞
や
柏
市
昨
施
設
光
の
旦
学
悶
の
設

置
‘
町
立
病
院
の
改
築
、
群
斎
場
や

す
ら
ぎ
苑
、
老
人
初
制
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
近
隣
公
聞
の
政
世
な
ど
を
祈

干
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
激
変
す

る
相
会
榊
巡
の
中
で
‘
町
民
み
な
が

健
康
で
明
る
く
、
活
力
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
と
し
て
総
合
体
育
館
を
処

• • 
こ
れ

一
重
に
町
議
会
を
始
的
、
町
民

各
位
の
ご
協
力
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ

と
感
加
巾
し
上
げ
ま
す
。
市
民
に
は
、

昨
年
日
月
勲
四
等
瑞
安
訟
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
、
予
恕
も
し
な
い

叙
勲
の
栄
誉
で
あ
り
、
皆
様
の
温
か

き
ご
指
導
ご
鞭
健
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
と
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

長
期
に
わ
た
る
こ
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
に
お
か
れ

ま
し
で
も
、
今
金
町
の
よ
り

一
胞
の

発
展
の
た
め
に
ご
協
力
ご
支
援
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

( 8 ) 

3
月
刊
日
北
楠
山
町
に
お
い
て
、

パ
ス
の
発
事
式
が
あ
り
、
四
町
長
の

テ

l
プ
カ
y
ト
が
行
わ
れ
、
パ
ス
迎

行
と
主

っ
た
。

農業用融雪災を
受けた方は連絡を/ 国民健康保険者証の更新手続をしてください

鑑3、[[1

話(!Jl在使用中の被保険者証は、 昭和62年5

月 1日以降は使用できません。期間内に更

新手紙を必ずしてください。

-更新期間

・持参するもの

1、現在使用の被保険者五E

2、修学'1'の者の被保険者ー萩交付は、在学

または人学，副 l明のできるもの

4月13日-4月30日

合は、

てください。

雪どけの季節となりました。段I也、設

業用施設等が融雪による災害があった幼

どんなに小さくても早急に報告し

しかし、 11ほとでは国民年金以外の年金制度(例えば厚

生年金)に加入していたJg:lnJJが I 年以上なければ、匝I~

年金的受給資怖J臼JI1日に通算できませんでしたが.新法てF

は、 Iヵ月、 2ヵ月でも 国民年金の受給資枠?のJYIIInにJ.，}

入することができます。

過去に国民年金を15年IJ:J納めた方が、その後厚生年金

に 3年 6"月加入していれば、この方は 6'1' 6ヵnをIAI
民年金に納入するか、若しくは厚生年金等に加入すると

老齢年金を受けることができますが、そのiIliに65歳に遣

した場合はそのl時点ヵ、ら保険料を納めることができなく

なります。

ですから自分の過去において国民年金の納付Jtlwnや他

の年金需'11互に加入していた期間等を確認、現在未加入、

未納の1Jは 1月でも平〈納付するか、手続きをしてくだ

さい.

未納のまま 2年経過すると時効完成で納付できなく

なります。・4月から保険料が変わる
定額r7.1001''I，をr7，400円Jに付加r7.500IIJ，をr7.8001''I，

に変わります。

民業者年金加入者は、

ません。

付加保険料への変更は年金係に申し出ください。・4月は61年度保険料の最終納期
納的忘れはありませんか 4月30日までに納めなけれ

ば、これを過さると61年度の納付舎で納めるこ とができ

ません。いま一度お手元の納付容をお確かめくださ，'0 

※ 

付加保険料を納めなければなり

y.を

役場耕地開発課から

( 9 ) 



い
い
町
と
は
・
夢
の
あ
る
町
と
は

、ーぺ品ι
可ミミ

二田恭右主島易:お叩昌二:

d の今金を語る
めい

作

H
年
会
議
が
主
催
し
た
こ
の
こ
ん

談
会
が
、
2
月
初
日
老
人
柄
祉
セ
ン

タ
に
お
い
て
、
姉
辿
協
、
政
協
婦

人
部
、
若
安
全
な
ど
臼
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
!
?
は
、
私
に
と
っ
て
「
い
い

町
と
は
、

一広
の
あ
る
町
と
は
」
と

起
し
た
も
の
。
こ
の
股
定
は
、
前
日

頃
官
年
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
、

立
場
で
「
今
金
町
を
ど
う
す
る
か
」

と
考
え
、
明
る
く
泣
か
な
町
内
実
現

に
向
け
た
も
の
で
す
。
出
H

年
だ
け
の

発
想、

考
え
で
進
め
て
き
た
活
動
を

反
省
し
、
各
方
而
の
古
見
を
取
り
入• • 

第

2
回
高
齢
者
と
子
供
の
集
い

高
齢
者
と
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
、

親
し
む
機
会
が
少
主
く
主

っ
た
引
在

円
相
会
椛
造
の
中
で
、
こ
の
機
会
を

町
が
企
画
、

3
月
6
日
老
人
招
制
セ

ン
タ
に
お
い
て
開
催
、
高
齢
者
柑

人
、
今
金
保
育
所
、
小
百
合
保
育
悶

の
園
児
等
朗
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
と
悶
児

た
ち
の
歌
や
踊
り
が
交
歓
、
お
互
い

に
お
し
み
な
い
拍
手
を
附
り
あ

っ
て

い
ま
し
た
。
お
昼
に
は
、

仲
よ
く
給

〈辛口気あいあい演芸も楽 L

れ
た
方
向
づ
け
を
し
た
い
と
し
て
、

3
ヵ
年
前
画
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
し
、

2
年
次
は
姉
人
を
対
象
に
、

3
年
次

は
お
齢
者
を
対
象
に
話
り
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
未
来
像
に
向
っ
て
学
習
と

実
践
活
動
を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
ん
談
内
容
は
、
「
告
ま
つ
り
な
ど

に
お
い
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
料
理
を
提

供
す
る
な
ど
地
元
特
産
口
聞
の
消
費
拡

大
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
今
金

町
を
ピ

1
ア
ー
ル
す
る
看
板
を
町
の

入
口
あ
た
り
に
建
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

今
金
町
の
名

所
が
な
い
こ
と
、

美
利
河
ダ
ム
周

辺
の
整
備
に
期

待
し
て
お
り
、

ス
キ

l
場
主
ど

の
早
期
実
現
を

し
て
ほ
し
い
。

、」
れ
に
閃
迎
し
て
美
利
河
に
総
合
レ

ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
的
な
も
の
が
必
要

だ。
今
金
町
は
自
然
に
思
ま
れ
て
い
る

か
ら
こ
れ
の
ピ
ア
ー
ル
、
町
花
を

植
え
る
な
ど
観
光
地
的
を
位
置
づ

け
が
必
要
で
な
い
か
。
更
に
は
、
町

民
に
も
ピ
ア
ル
を
し
、
町
民
意

識
を
も
り
あ
げ
る
べ
き
で
な
い
か
。

生
産
物
の
付
価
価
値
を
高
め
る
、
地

域
的
特
色
の
あ
る
行
事
計

闘
を
し
て
ほ
し
い
d

と
言

っ
た
よ
う
主
話
し
ゃ
町
に

対
す
る
要
望
、
苦
情
が
あ

り
ま
し
た
。
「
自
由
に
集
合
、

話
し
合
え
る
総
合
的
主
施

設
が
ほ
し
い
。
若
者
の
働

食
を
食
べ
る
な
ど
、
図
児
と
の
話
し

合
い
や
ゲ
ム
と
、
休
み
時
間
を
惜

し
む
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

._------・_____________w'____.'_______ゆ E・E・----眠飢思・----思-・a・凪----晶----・._-----・、
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こ
の
後
、

3
月
刊
日
で
サ
ヨ
ナ
ラ

を
告
げ
る
湖
概
線
で
今
金
i
長
万
部

川
を
往
復
、
思
い
出
づ
く
り
を
し
た

い
ま
す
。

一

「
春
眠
を
む
さ
ぼ
り
て
悔
い
な
一

か
り
け
り
・
久
保
問
万
太
郎
」
、

一

「
春
眠
の
身
の
時
を
皆
外
し
・
上
一

「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
は
ど
野
泰
」
、
「
春
眠
や
女
人
に
か
へ
る
一

う
い
う
こ
と
か
と
中
学
生
に
聞
い
尼
の
顔
・
小
川
繁
風
郎
」
な
ど
い
一

た
ら
、
「
受
験
勉
強
か
ら
解
放
さ
ず
れ
も
心
地
よ
げ
な
春
眠
を
よ
ん
一

れ
て
眠
り
た
い
だ
け
眠
る
こ
と
」
で
い
ま
す
。

一

だ
と
答
え
た
子
が
い
た
と
か
。
眠
り
と
い
え
ば
、
怖
い
の
は
運
一

笑
え
な
い
話
で
す
ね
。

転
中
の
。
春
眠
の
で
す
。
春
は
ド
一

春
眠
と
い
う
言
葉
は
、
唐
の
詩
ラ
イ
ブ
・
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、

一

人
孟
浩
然
の
詩
に

γ
い
溶

|
'
v
年
度
変
わ
り
で
車
の
往
来
が
一

眼

暁

を

党

え

ず

、

処

処

噌

置

高

激

し

く

な

る

時

期

で

も

あ

る

一

T聞
く

」

と

あ

る

の

が

剛

聞

の

で

、

運

転

中

の

居

眠

り

に

一

出
典
で
す
。

は
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

一

暑
か
ら
ず
、
寒
か

ら

ず

と

こ

ろ

で

、

春

の

行

事

の

一

の

、

ほ

ん

わ

か

し

た

春

は

ひ

と

つ

に

四

月

十

八

日

の

「

発

一

快
い
眠
気
を
さ
そ
い
ま
す
。
回

E'咽
明
の
日
」
が
あ
り
ま
す
。
ニ
一

俳
句
歳
時
記
(
図
説
俳
句
圃

aahF
の
日
は
、
現
在
の
特
許
法
の
一

大

歳

時

記

・

角

川

書

庖

)

前

身

で

あ

る

専

売

特

許

法

が

一

に
も
春
眠
の
句
が
い
ろ
い
ろ
出
て
公
布
さ
れ
た
日
(
明
治
十
八
年
四
一

月
十
八
日
)
を
記
念
し
一

て
、
特
許
制
度
の
普
及

一

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
一

も
の
で
す
。

一

昨
今
の
科
学
技
術
の

一

進
歩
に
は
め
ざ
ま
し
い
一

も
の
が
あ
り
ま
す
。
将
一

来
、
居
眠
り
運
転
を
防
一

止
す
る
機
械
が
発
明
さ
一

れ

る

と

い

い

で

す

に

f G 

く
場
所
が
ほ
し
い
。
」
こ
の
働
く
場
所

に
つ
い
て
は
切
芙
に
訴
え
て
い
ま
し

た
。
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
も
問

題
に
な
り
「
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
。

生
活
環
境
を
お
び
や
か
す
よ
う
な
有

料
化
は
困
る
U

な
ど
や
国
保
病
院
に

小
児
科
を
設
け
て
ほ
し
い
。
郷
土
資

料
館
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。
役
場
職

員
の
共
稼
草
が
多
い
。
国
保
病
院
の

看
護
姉
の
応
対
が
悪
い
。

教
育
に
つ
い
て
は
、
先
生
と
子
供

と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

な
ど
さ
ま
さ
ま
な
こ
と
が
話
題
に
な

っ
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
郷
土
を
愛
し
、
郷
土

の
発
展
を
願
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

皆
ん
な
の
力
が
結
集
さ
れ
て
良
き
町

づ
く
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

(10) 

も
の
で
す
。

新入学児童が通学する時

期になりました。車を運

転する方も歩行者も気を

つけてあげてください。
主的

〕1
 
1
 
〔
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「 スウェーデンの

七
、
森
と
湖
の
国
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
」

前
目
的
ハ
ー
ド
な
研
修
日
程
で
、

寝
不
足
の
眼
を
こ
す
り
な
が
ら
、
朝

六
附
に
起
床
す
る
。
次
の
訪
問
国
で

あ
る
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
へ
の
駆
け
足
旅

行
な
の
だ
。
た
っ
た
四
時
間
に
も
湖

た
な
い
仮
眠
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
ス
キ
ポ
l
ル
空
港
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
南
西

一
五
キ
ロ

に
あ
っ
て
.
日
本
の
成
田
空
港
内
実

に
三
伐
の
広
さ
を
跨
る
ヨ

l
ロ
y
パ

の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
。

こ
の
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
か
・
旬
、

s

k
S
の
五
五
六
使
、

一
-
時
五

O
分

縫
っ
市
庁
舎
の
赤
レ
ン
ガ
の
巨
大
な

建
物
だ

っ
た
。
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
も
有
名
で
、

二
O
世
紀
ヨ

l
口

y

パ
n
h
市
町
建
築
美
を
誇
る
そ
の
建
物

は
、
優
雅
で
そ
の
巌
壮
さ
に
は
、
た

だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
だ

っ
た。

な
か
で
も
、
金
箔
を
使

っ
た
鐙
而

の
モ
ザ
イ
ク
が
美
し
い
「
賞
金
町
間」

に
は
圧
倒
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
授
賞
後
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
れ
に
も
増
し
て
私
を
驚
か
せ
た

の
は
‘

港
の
旅
情
で
あ
る
。
メ

l
ラ 谷勝俊

発
の
航
空
機
で
目
指
す
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
へ
向
う
。
小
型
な
航
空
機
だ
っ
た

の
で
、
ゆ
れ
が
激
し
く
不
安
感
に
支

配
さ
れ
た
が
、
こ
の
あ
た
り
は
、
強

風
と
気
庄
内
変
化
か
ら
鍛
れ
る
の
が

当
り
前
の
よ
う
だ
.
機
内
に
は
、
北

へ
進
む
に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
日

本
人
客
の
数
が
減
少
し
、
や
っ
と
外

国
へ
き
た

の
だ
と
の
実
感
が
湧
き
上

っ
て
く
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
、
ス
ト
y

ク
ホ
ル
ム
の
北
、
約
四

0
キ
ロ
に
あ

る
ア
ル
ラ
ン
ダ
空
港
に
到
着
し
た
の

柴光の里学園長

は
、
一

三
時
四

O
分
頃
だ

っ
た
が
、

着
陸
時
に
、
北
欧
特
有
の
美
し
い
海

と
、
散
在
す
る
群
島
を
確
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

パ
ス
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
る
と
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
向
的
京
都
に
位
置
し
て
パ
ル
ト

海
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
国
の

半
分
が
森
林
地
帯
で
、
約
八
万
以
上

を
数
え
る
湖
沼
が
点
在
し
て
い
る
。

人
口
は
、
約
八
四

O
万
人
で
あ
る
。

ア
ル
ラ
ン
ド
空
港
か
ら
、
ヨ

l
ロ

y
パ
凶
号
と
称
す
る
街
道
を
走
っ
た
。

6・• 

レ
ン
湖
と
バ
ル
ト
海
に
は
さ
ま
れ
て

い
る
環
境
か
ら
別
名
「
ホ
の
郁
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
ス
ト
y
ク
ホ
ル
ム

の
港
に
は
、

二
隻
の
大
型
砕
氷
船
と

世
界

一
と
い
わ
れ
る
フ
ェ
リ
が
接

円
附
さ
れ
て
い
た
。
ま
た、

三
芳
ト
ン

は
優
に
あ
る
客
船
も
、
そ
の
美
し
い

巨
体
を
柿
え
て
い
て
、
い
ま
な
お
、

長
距
離
交
通
の
主
役
と
し
て
、
北
国

の
海
で
の
活
部
よ
り
が
し
の
ば
れ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
‘
海
洋
固
と
し
て

の
而
目
蹴
如
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ヲ
令
。

運
動
不
足
は
寿
命
を
縮
め
ま
す
/

厚
生
省
の
国
民
健
康
調
査
に
よ
る
と
、
国
民
の
九
人
に

一
人
は
何
ら
か

の
病
気
・
十
四
人
に
一
人
は
医
者
向
診
療
を
受
け
て
釘

η
、
寿
命
は
の
び

た
が
成
人
病
は
ふ
え
て
い
る
。
特
に
心
臓
を
中
心
と
し
た
循
環
器
系
の
病

気
が
目
立
ち
、
こ
の
原
因
に
は
運
動
不
足
が
あ
げ
勺
れ
る
。

人
間
は
、
三
、

O
O
O
カ
ロ
リ
ー
毎
に
五

O
O
gず
つ
体
重
が
増
λ
体

重
が
一
同
増
え
る
と
血
管
は
三
回
の
び
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
当
然
心
臓
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
正
常

な
働
き
を
弱
的
体
内
の
細
胞
に
老
廃
物
を
溜
り
や
す
〈
さ
せ
、
高
血
圧
や

心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
の
下
地
を
つ
く
る
-
}
と
に
な
る
。

こ
こ
に
、
ネ
ズ
ミ
を
使
っ
た
一
つ
の
実
験
(
下
回
参
照
)
が
あ
る
。
ネ
ズ

ミ
を
運
動
て
き
る
ゲ
ル
プ
E
で
き
屯
い
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
さ
勺
に
こ

つ
に
分
け
て
一
方
に
高
量
白
高
脂
肪
の
餌
を
、
一
方
に
は
粗
食
を
与
え
て

飼
う
と
、
一
番
長
生
き
し
た
の
は
運
動
を
し
た
高
栄
養
グ
ル
ー
プ
①
二
番

が
運
動
し
た
粗
食
グ
ル
ー
プ
②
三
番
が
運
動
し
な
い
粗
食
グ
ル
ー
プ
③
最

も
短
命
な
の
が
運
動
し
な
い

高
栄
養
グ
ル
ー
プ
④
だ
っ
た
。

し
か
も
、

①
の
ネ
ズ
ミ
は
脂
肪
が
少
ヰ
〈
筋
肉
や
内
臓
が
発
達
し
て
い

た
が
③
の
ネ
ズ
ミ
は
動
脈
硬
化
が
進
み
肥
満
荏
に
陥
入

っ
て
い
た
。

広報紙についてご意見

ご希望がありましたら

係までご連絡ください。

運動できないグルプ

ロ
一…

③

U
E
 

運動できるグループ

①白
一一
日

ショッピンヴ セ ンタ に隣接する心障者施設
広報広聴係から

こ
の
街
道
を
た
ど

っ
て
行
く
と
、
速

く
ス
ペ
イ
ン
の
リ
ス
ポ
ン
ま
で
も
続

く
の
だ
そ
う
だ
。
道
路
の
両
側
に
あ

る
針
葉
樹
が
、
美
し
く
紅
葉
し
て
い

た
の
が
強
く
印
訟
に
伐

っ
て

い
る
。

北
欧
は
、
総
じ
て
ど
ん
よ
り
と
必

っ
た
日
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
、
交

通
事
故
が
多
発
し
た
の
で
平
に
ラ

イ
ト
の
点
灯
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

お
か
げ
で
、
子
ど
も
の
飛
び
出
し
事

故
が
減
少
し
た
そ
う
だ
。
冬
期
の
除

釘
は
、
完
備
し
て
い
る
と
い
う
。

八
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
素
描

ス
ウ
エ
デ
ン
は
、
世
界
的
に
も

相
会
保
障
や
在
会
縞
初
制
皮
肉
充
実

し
た
固
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
な
か

で
も
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
と
い
う
か
、

主
性
の
相
会
的
地
位
内
向
い
こ
と
で

の
先
進
悶
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

各
種
内
保
険
や
年
金
制
度
も
帥
開
立
さ

れ
て
お
り
、
稲
制
政
策
も
き
め
制
か

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
意
識
が
心

防
省
の
社
会
参
加
や
権
利
へ
の
認
知

と
拡
大
さ
れ
‘
ノ
!
?
ラ
イ
ゼ

l
シ

ヨ
ン
思
念
の
務
備
に

つ
な
が
っ
た
と

い
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
相
会

保
郎
制
度
は
、
国
民
的
市
街
な
税
負

担
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
て
、
個
人

の
税
負
担
が
、
労
働
収
入
の
六

O
%

に
も
達
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る

と
と
も
に
、
比
直
し
の
附
則
に
き
て

い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

中
央
政
府
の

• • 
下
に
二
四
の
州
(
行
政
区
)
が
あ
っ

て
、
国
の
決
定
し
た
基
本
政
策
の
実

施
主
体
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
と
し
て

の
行
政
区
が
実
質
的
に
担
当
し
、
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

心
障
者
稲
村
惜
の
分
野
で
も
‘
大
規

模
施
設
の
閉
鎖
、
重
度
の
人
た
ち
の

生
活
確
立
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
「
心
障
者
の
知
る
椛
利
」

の
確
立

の
た
め
に
‘
心
陣
者
本
人
が
読
む
新

聞
、
雑
陵
町
発
行
や
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
の
制
作
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
。

こ
の
国
自
体
、
羽
会
保
問
制
度
を

確
立
さ
せ
て
い
く
意
味
か
ら
も
、
現

在
の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
政
府
の
純
策
と
し
て
年
間

一
・

六
人
の
出
生
率
を
二

二

人
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
た
。

そ
の
た
め
の
児
童
手
当
の
噌
額
を
行

っ
て
い
た
。

こ
の
児
童
手
当
は
、
毎

月
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
支
給
日
の

二
O
日
に
は
、
子
ど
も
服
の
立
伝
な

ど
新
聞
紙
上
を
附
加
わ
す
と
い
う
。

九
、「
ス
ト
ア
ク
ホ
ル
ム
」
の
印
象

首
都
「
ス
ト
ソ
ク
ホ
ル
ム
」
は
、

人
口

一
五

O
万
人
、
世
界
で
最
も
美

し
い
都
市
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
私
た

ち

一
行

は

短

時

間
だ

っ
た
が
市
内

観
光
の
機
会
に
忠
ま
れ
た
。

払
白
身
が
判
に
強
く
印
裁
に
伐

っ

て
い
る
の
は
、
メ

l
ラ
レ
ン
湖
叫
に

ネ土 4z2z h キ富 ネ止 ↑高 議 dz与z だ よ
側人名又は団体名 住 日庁 寄 nI~ ドj 容 寄贈先

金原老人クラブ 金 原 ヂ 10，0000円 盟舟 I副

飾物 18偶 ロールカステラ 11本

.¥!2JH老人クラブ 'h“£ a lJl ヂ 3，000円 " 
制川崎人会 主E )IJ 手打らそば 80宜 " 
机I川背年団 極 )IJ 餅米 12.5kg 小豆 3.0kg " 
左股師l人会 化崎山町 オムツ 60lJ< みかん 1 i羽 パスタオル HJ< " 
今金町的良部会 キ'1' 丘 牛礼 1，OOOme 25本 " 
111 名 1E 石 少30，651F':J 光の皇学凶

金丸和歌子 森 開T はたて 178倒 " 
布村測量 前 .r おそなえ餅 15圃 " 
竹次千恵子 今 金 いよかん 1箱 正副I1 t 2本 梅干 1 kg " 
111 者 みそ 2 kg とら豆 1 2kg ビスケット 1 Ur 

お菓子 1箱 コーヒーセット ノ、L 3 kg 

機よらし 8本 ゃけん 14il!1 

凶r;:， 国彦 札帆市 お茶子 2塙T " 
みかみ商事 " お菓子 1塙Y " 
川原ふとん底 耳E 開r お菓子 1箱

和光学同 小樽市 まんじゅう 1宥Y " 

(12) 
( 13) 



二コ

検診を受けて明 るい家庭づく り

項 目 出ていただく方 実する施目 時 問 対象地区 実施会場 備 考

① 乳児相談 生 6、9ヶ月児 2日(柑 受 付 時 11¥1全地区 IIIT民センタ {呆随t日持
9 :00-10:00 

6日間 老人福祉センタ

13日ω 町民センター

② 一 般相談 全 i主 民 10:00-15:00 全地区 瞳服相談、保挫折持

20日伺) 老人福祉センター

27日仰 町民センター

③ 妊(母姉親学相級談) 妊 fb't. の 方 7日ω受 付 時 UJJ全 地 区 " 
検診療尿、‘ 血保摘檀検栄養査指、導予診商科体指重制樽定

12:45-14:00 

育児鱗@: 3 月 児 " 身体刑制 I~瞳指導ケ 9 :30-10:00 
@ 16日附 全 地 区 " 身体Ji捌保世指導、医師による

乳児健診 4、7、10、12ヶ月)Ie， " 診療、歯科指導神経学
12:30-13:00 

15日側 " 市街地区12:50-13:00 " 
⑤ ポ オ

3ヶ月以上 16日偏 " 下地区.国保病院 6週間以七の間隔で2!ITH密航24ヶ月LE 13・20-13:30

17日幽 " 上 地 区 強 川小 学校12・50-13:0。
今小 1、 2年生 20日(即 " メS、 今金 小 学 校10:30-11:15 

⑥ 、ソ }x 1回接観
今中 l、 2年生 21日ω " 今 今金 中 学校10:50-11 :40 

今小 1、 2年生 22日制 " 今 今金小学校10:30-11 :15 
⑦ B C G ツ庇検査の陰性町布

今中 1、 2年生 23日附 " 今 中 今金 中 学校10:50-11 :40 

⑧ 股脱健診
2ヶ月と25日以上 23日附 " 全地区 今金保健所 コ関節X臨写真の乳児 13:00-14:00 

⑨ 3歳児健診
3歳 2ヶ月児

24日幽 " 開T民センター 1身早憧体引指導制 診栄醐養指、1樽U科指持
-3歳 5ヶ月児 13:00-15:00 " 

• 

• 

④ 月号

「-みんなの健

• 

• 

ま※

舎盆さ言
制日 た

つ早
いめ
てにの
は手で

選続き きる 員事

務管司局王 を 期 選 選挙し問
挙てが

へく lま lまfご 5

選事務管

さ 日 4 4 
い 問

月 月。と

短 28 12 局
なく力、 日 目

勺 り

「 田畑の小作料が 」
変わりました

農地区分 小作料の標準額 備 考

30，000ドl 今金町全域上田水稲 10，480kg 
聞の剖; 25，000円 々 中間 々 420 

20 ，曲O~l 々 下回 々 3曲

12，0曲円 々 上畑島崎務10a2，700kg 

8，冊。円 々 中畑 々 2，250 

酬の部 丸田O円 々 下拙 々 1，900 

3，朗O円 々 牧草畑上 10，3，500kg 
2，0曲PJ 々 牧草畑下 々 2，500 

農織委員会から

19日

%高田

%松倉

栃山本

%植村

%山崎

%秋元

%水野

2②0057 

8④5011 

g④5321 

8②0221 

2⑦3021 

2男)極川

長女)大和I町

長男)雨 栄町

2女)盟 受

長男)日の出III[

易一(団 代)=新保幸雪(北柏山町)

淳司(八幡 町)=阻子 洋子(北桁山町)

tlllJJ (八 束)=村山恵美子(北楯山町)

繁嗣<f+'1 ~~~ 受 ) =戸田弘美(南 栄町)

年彦(陶工団地)=揃美佐子(布 美町)

l法(緑 町)ニ田中 宏美(白 石)

明英(鈴金)=:¥11岐哲(八束)

4月の休日当番医

5日

12日

や令令住民の動態令やや
2月末現在

前月対比

(+ 10) 

(+ 6) 

(+ 4) 

(+ 2) 

8，407 

4，330 

(秀之

(雅史

(仁

(車宇副主

(良雄

4，077 

2，561 

。いつまでもお Lあわせに

図おたんじようおめでとう

2 }'J 11日

2月16日

2月16日

2月24日

2 fJ 26日

日

世帯数

三~*紛fß未
佐藤 義ぬ

大竹誠

仁木ゆ鵠

柴田窓盆

5丹

女

人

26日

29日

今月から新しい年度になりました。健康で明るい家庭づくりを願

い各種保健事業を実施していますので積極的に受けてください。

|山明11、道路にごみを捨てないで/1
美しい自然はみんなの財産です。美しい自然

を子孫に残すようみなさんのご協力をお願い

愛 の 献血にご協力 を/

農協横14:1 5~ 16 : 00 

l回 200採Jfllの前に医師が検診いたします。

役場前 9:00~ 14 : 00

に
よ
る
自
動
車

ド
ロ
ポ
l
に
ご

注
意
を
ノ

不
惜
な
者
、
車
輔
等
を
見
か
け
た
方
は
、
道

警
(
テ

口
、
ゲ
リ
ラ
)
専
用
電
話
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
皆
様
か
ら
の
通
報
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

北
権
山
警
察
署
か
ら

手
肉

n
u

--HE--

電

引

用

一
専

M

報

一
情

初

日
ラ
引
J
 

テ
ゲ

極
左
暴
力
集
団

川

川

悶

受

町

寿

栄

種

種

盟

問

且

南

圏おくやみもう Lあげます

歳

歳

歳

歳

歳

歳

1

6

4

3

5

4

 

7

8

6

7

7

3

 

岩間医院(今金)

平病院(北槍山)

北槍山町国保病院

今金町国保病院

楢崎医院(瀬棚)

2 i'J 11日

2月13日

2 FJ 23日

2月23日

3月 4日

山回 1fI} 

岩館 一羽

伊瀬幸子

仁木巌

金 盈雄

骨伊，藤久英子 大和町

金原

種川

花石

88歳

66歳

56歳

3月12日

3月15日

3月18日

3月18日

稲垣ヨシノ

瀧滞 7n己
山口 とF

します。meの献Jfllはあなたの健康にさしっかえありま

(14) 

せんのでご協力をお願いいたします。

(15) 



団四圃圏圏園周圏国
上

~ 弘、 金 発 長万部着 上 接 続 下 接 続

6 :41 
快速アイリス

7:35 長万部発 7 : 44 
函館着 9 : 51 

8:01 
特急北斗 2号 特急北斗 5号

9:00 長万部発 10 : 22 長万部発 9 : 39 
函館着 11 : 53 札幌着 12 : 10 

10:54 
特急北斗 6号 特急おおとり

11 : 53 長万部発 12 : 08 長万部発 12 : 58 
函館着 13 : 41 札幌着 15 : 28 

14:45 
特急北斗10号 特急北斗11号

15:44 長万部発 17 : 02 長万部発 15 : 59 
函館着 18 : 39 札幌着 18 : 28 

17:00 
特急北斗13号

17:59 長万部発 18 : 41 
札幌着 21 11 

18:35 
特急北斗12号 特急北斗15号

19:34 長万部発 19 : 52 長万部発 20: 28 
函館着 21 : 25 札幌着 22 : 58 

20: 19 
特急北斗14号

21 : 18 長万部発 21 : 51 
函館着 23 : 19 

ぐ

D 

今金着 長万部発 上 接 続 下 接 続

8:05 
特急北斗 3号

7:06 函館発 4: 56 
長万部着 6 : 21 

12:42 
特急北斗 4号 特急北斗 7号

11 : 43 札幌発 8: 54 函館発 9 : 31 
長万部着 11 : 32 長万部着 10 : 54 

15:47 
特急北斗 9号

14:48 函館発 13 : 02 
長万部着 14 : 28 

17: 15 
特急北斗 8号 特急北斗11号

16: 16 札幌発 12 : 42 函館発 14 : 30 
長万部着 15 : 12 長万部着 15 : 58 

19:04 
特急おおとり

18:05 札幌発 15 : 22 
長万部着 17 : 54 

20: 14 
快速アイリス

19: 15 函館発 16 : 54 
長万部着 19 : 05 

※ 北海道旅客鉄道をご利用のお客様へ

指定券類は長万部駅に直接電話予約してください。
電話 01377-2 -2025 

( 16) 
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